





























































































































































能登半島地震からの復興のモニュメントとなる広場のデザイン　－ 能登有料道路別所岳サ ビースエリア拡張整備計画および実施設計監修 －　　鍔　隆弘
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つと位置づける。展望台は月の出の方位に合わせて
真東へ向ける。内浦にのぼる月を眺めながら、これ
からのことを考える場となる。
昇る月を眺めたあと、展望台を降り、暗い静かな
樹林の中を戻る。モニュメンタルエリアまで歩いて
戻る頃には、月の明かりが、柱と大地を更に強くつ
なぐように、林立する柱の影を大地に刻んでいる。
2008年、夏より実施設計が始まり、施工を含め
監修を行った。実施設計においてコンペティション
選定案から大きく変わった点は、バッファゾーン
及びモニュメンタルエリアにおいて、元の山の形を
復元してみせるような木製の柱群が作られなかった
点、モニュメンタルエリアのデッキ状の休憩施設が
作られなかった点、展望台にエレベータを付設され
た点である。変更は有ったものの、復興のモニュメ
ントとなるシークエンスは、コンペティションにお
ける提案通りに実現された。
木製の柱群が作られなかった理由は、次のようで
ある。選定案では樹林がある程度の高さに育つと思
われる20～30年後に、木製の柱は朽ちてしまうこ
とを期待するものであった。人工の柱よるボリュー
ムが自然のボリュームに置き換わることを狙ったも
のである。しかしながら、朽ちる柱が訪れる人に対
して危険性があること、公共で整備する施設が朽ち
て失われることを前提に作るのでは納税者に対する
説得性が無いことが、施工主である石川県から指摘
された。柱群は構造を見直し、さらに全体のボリュー
ムを少なくしながら、展望台から駐車場方向を眺め
た際に、列柱が並んで震源方向を示す配置で設計さ
れた。シークエンスの中では、展望台から七尾湾方
向への眺望を見た後、駐車場へ戻る際に、一つ目の
ボックスを出た時に見える形となった。施工は次の
整備段階に行われる予定である。
モニュメンタルエリアのデッキ状の休憩施設は、
その位置と施工費の再検討により、位置と形態を変
更し、柱群と同様に次の整備段階で作られる予定で
ある。
展望台のエレベータは、展望台へのアクセスをバ
リアフリーとする目的で付設された。選定案では展
望台までの往復の道行きが階段を含んでいるため、
その不都合の解消が求められた。実施設計では選定
案が持っていた展望台屋上部分とそこから地上へ降
りる長い階段が不要となり、構造物の形態が単純な
ものとなった。有料道路から望むことのできる遠景
において、箱の形の展望台が樹林の上に浮かぶ、すっ
きりとしたものとなった。
樹林の復元は、広場のデザインの中心となる部分
であり、広場空間を特徴づける重要な背景である。
地元で育成した苗木植栽により、なるべく早期に樹
林を形成する形とした。周囲の樹林と同じような高
さの樹林が形成されるまでに20～30年がかかると
予想される。また、管理上の労力を軽減するため、
雑草の生育をある程度抑制するマルチングを施工し
た。マルチング材は、分解されて土壌の養分となる
藁を用いた。園路沿いにおいては、わずかな本数で
あるが、現地の既存樹林内から移植できるものもあ
り、シークエンスの中のアクセントとして活用した。
この広場の展望台は、県の景観計画の中で重要眺
望地点として位置づけられている。現在、現地にお
いては、展望施設とそこからの眺望だけが取り上げ
られた案内がされている。しかしながら今後、樹林
が生育してゆくに連れ、本来の意図された変化の大
きなシークエンスが充実することとなる。まずは20
年後の姿を楽しみにしている。今回、コンペティショ
ンへの応募から、実施設計の監修、施工の監修にか
かわることができた。その中で、売店の整備や、眺
望説明板など、施設整備にかかわる様々な関係部署
から、本来の形を阻害するものの設置を求められる
こといろいろあった。監修の手を離れてしまったこ
れからも、地震からの復興のメモリアルであるシー
クエンスが成熟するような整備がなされるよう、見
守って行きたい。 
　　　　　　　（つば・たかひろ　環境デザイン）
　　　　　　　　　　　　（2010年10月29日受理）
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